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１，環境経営方針 
 

環境理念 
 

ザオー工業株式会社は精密プレス金型・プレス加工・シルクスクリーン印刷の企業活動を通じ

て社会貢献をすると共に、これらの製造活動及び製品が環境に与える影響を考慮し、地球環境や

地域社会を保護する為に環境に関する法律・規制・協定を遵守し環境保全に努めます。 

 又、資源の有効活用に社員一同取り組んで参ります。 

 

環境経営方針 

 

① 二酸化炭素排出量の抑制をし、電力・化石燃料の削減を促進します。 

② 法規制に則り騒音(60db)・振動(65db)対策に努めます。 

③ 化学物質の使用と管理(MSDS)を適切に行い使用量の削減に努めます。 

④ 製品の加工不良によるスクラップと金属屑のリサイクルを促進します。 

⑤ 節水活動に邁進し水使用量を削減します。 

⑥ 事業活動による廃棄物に対して環境に配慮し、廃棄物排出削減に努めます。 

⑦ 購入資材等のグリーン購入を行います。 

⑧ 環境配慮型製品の生産や販売、サービスに努めます。 

⑨ 環境経営の継続的改善を推進します。 

⑩ 経営における課題とチャンスを踏まえた取り組みを推進します。 

 

この環境方針は弊社で働く全ての従業員に周知・徹底を図り、実施状況を社外に公開します。 

 

2 0 1 9 年 8 月 2 0 日 改定 

 2 0 1 1 年 6 月 1 7 日 改定 

2 0 1 0 年  2 月 8 日 改定 

2009 年 10 月 30 日 制定 

 

ザ オ ー 工 業 株 式 会 社 

代表取締役  鈴木  国博 



 

 

2，事業活動の概要 
 

  

 

① 事業社名及び代表者名 

ザ オ ー 工 業 株 式 会 社 

代表取締役社長  鈴木 国博  

 

② 所在地 

本社 ･ 工場 ：〒123-0852 

東京都足立区関原 2－11－26 

取得対象範囲：本社・工場（会社の全組織、全従業員、全活動） 

 

③ 環境管理責任者及び担当者連絡先 

責任者 ： 鈴木 国博 

連絡先 ： TEL  ０３(３８４８)２３０１ 

FAX  ０３(３８８９)２７８１ 

E-mail k-suzuki@zaoh.com 

URL    https://www.zaoh.com 

 

④ 事業内容 

精密金属金型製作，金属プレス加工，シルク印刷･各種ネームプレート 

ＮＣ板金加工 

 

⑤ 事業規模 

 ◇ 資 本 金 ： 1,000万円 

◇ 従業員数 ： 17名 

◇ 床 面 積 ： 1020.02m2  

◇ 敷地面積 ： 1,254m2          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    金属プレ部品、シルク印刷銘板           ザオーブロック 

 

mailto:suzuki@zaoh.com
https://www.zaoh.com/


 

 

3，環境管理組織図 
 

 

 
 

役  職 役    割 

 

代表者（社長） 

 

◇環境経営方針の制定   ◇環境管責任者の任命 

◇システムの見直し・指示 ◇経営における課題とチャンスの明確化 

◇EA21 の構策・運用に必要な資源の確保 

 

環境管理責任者 

 

◇社内環境保全活動の推進  ◇EA21 の構策・運用の関する実行 

◇環境委員会の運営・実施  ◇計画の伴う従業員の支持・指導 

◇代表者への進捗状況報告  ◇環境関連法規の導守確認 

 

部門責任者 

◇環境管理責任者の補佐   ◇各種データの取りまとめ 

◇従業員への報告・連絡・調整 

 

従業員 

◇EA21 の構策・運用に関する実行 ◇活動における改善点の提起 

◇省エネルギー・省資源の為の行動 

 

環境管理委員会   

EA21事務局 

◇レポートの作成 ◇環境管理責任者の補佐 

 

2 0 1 9 年 8 月 8 日 改定 

2009 年 10月 30日 制定 

 

 

 

 

代表者(社長）

金型部門責任者 ﾌﾟﾚｽ部門責任者 ｼﾙｸ部門責任者

環境管理責任者

環境管理委員会EA21事務局

従業員



 

 

4，環境経営の目標と実績

基準値 目標値 実績

（2021年度） 基準値-0.5%

（2021.8～2022.7）
2022年度

2022.8～2023.7

85.3 88.5

電力使用量の削減 476.10 0.462 年間売上高百万円

[kg-CO2/ 当りの0.5％以下の

売上高百万円] 削減

目標値473.73

化石燃料使用量の削減 49.93 年間売上高百万円

[kg-CO2/ 当りの0.5％以下の

売上高百万円] 削減

目標値49.68

二酸化炭素排出量［㎏-Co2］

法規制に則った対策

環境確保条例 騒音60db 騒音59db以下

第68条別表第7の五

法規制に則った対策

環境確保条例 振動55db 振動54db以下

第68条別表第7の六

法規制に則った 6.71 年間売上高百万円

使用方法と管理 [kg/ 当りの0.5％削減

売上高百万円] 目標値6.67

加工不良の撲滅 190.49 年間売上高百万円

[kg/ 当りの0.5％削減

売上高百万円] 目標値189.54

廃棄物量の削減 5.26 年間売上高百万円

[kg/ 当りの0.5％削減

売上高百万円] 目標値5.23

水の効率的利用 0.43 年間売上高百万円

[㎥/ 当りの0.5％削減

売上高百万円] 目標値0.42

資材ｸﾞﾘｰﾝ購入

販売促進

ザオーブロック 販売促進 販売促進
〇 

*1　/少量危険物計算基準の質量計算にてＫｇ算出

*2　/ＪＧＰＳＳＩｸﾞﾘｰﾝ調達ガイドラインに基づいた資材購入や販売での現状達成率　＊ＪＧＰＳＳＩ（ｸﾞﾘｰﾝ調達調査共通化協議会）

評価/〇・・・達成　　×・・・未達成

*3　/前年度の基準値の廃棄物排出合計ﾃﾞｰﾀが概算の為、おおよその数値となっている

＊4 /購入電力のCO2排出係数は、東京電力2017年度調整後排出係数0.462kg-CO2/kWhを使用している

0.39

× / / /

0.400.410.44

廃棄物排出量
の削減

4.91 5.20 5.17 5.14

○ / / /

製品加工
不良による
ｽｸﾗｯﾌﾟの

削減

187.65 186.71

○ /

114.97 188.59

100%〇 

環境目標項目
CO2換算

係数

目標

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

/

48.93

二酸化炭素
排出量の
削減

/ /

//

100%

販売促進

ｸﾞﾘｰﾝ購入
の推進
(＊2)

56db以下

○ 53db以下 52db以下 51db以下

0.55 6.63 6.59 6.55

販売促進 販売促進

ｸﾞﾘｰﾝ調達基準に基

づく100％
100%

水使用量の
削減

ｸﾞﾘｰﾝ調達基準に基

づく100％

環境配慮
製品･ｻｰﾋﾞｽ

の提供
(＊2)

/

469.02471.37450.86

騒音対策 ○ 58db以下 57db以下

振動対策

化学物質
使用量の

管理と削減
(＊1) ○ / /

49.1846.35

466.68

売上高（単位：百万円）

（原単位目標の分母の実績値）

○ / / /

○

49.43

  

2023年 8月  8日 改定 

 2009 年 11月 25日 制定 



                                           

5，環境経営計画の内容及び取組結果と 

  その評価と次年度の取り組み内容 

 

活動計画の内容 取組結果の評価と次年度の取組内容 総合評価

①照明スイッチの適正管理を行う

②エレベーターの適正使用の徹底 ○

③長時間未使用時の電力停止

①エコドライブの実施

②急発進・急加速・急ハンドル・急ブ
レーキを控える

○

③冬期の灯油使用の削減

①騒音計・振動計で基準値の確認

②長時間未使用時の電力停止

①化学物質のMSDSの取得

②化学物質の管理を記録し有害物質を
表示する

①加工途中の中間検査の励行を図る

②寸法確認の徹底

①循環資源量の活用に努める

①水場に節水の掲示をし節水の励行

②水質汚濁等について法令による基準
内達成

①取引先へ環境対応製品購入対応や依
頼、促進

②ザオーブロック

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

①ｸﾞﾘｰﾝ調達ガイドラインに基づく資
材購入

騒音計及び振動計で測定して、基準値遵守を確認し
ました。長時間未使用の機器の電源はﾌﾞﾚｰｶｰできる
或いはコンセントから抜く等をして待機電力のカッ
トにも心がけました。東京都公害管理防止者を認定
した者今後も管理していきます。

使用化学物質に関しては、SDSを取得し、取扱に注意
いたしました。化学物質の容器には物質名及び注意
事項を表示し、また、使用量を記録し管理していま
す。全体的な受注は多くはありませんが、印刷物等
の受注が比較的少なく化学物質を購入する機会が
減った為に、目標達成になったと考えます。次年度
は全体的受注が底上げ出来る様に努力します。

加工途中での検査を必ず行うようにし、また、寸法確
認を徹底し不良発生及び不良品流出未然防止に勤め
ました。年間を通して大きな加工不良がなかった事は
大変評価できます。現場の努力により上記が功を奏し
て、目標達成に至ったと考えます。とは言え加工不良
はゼロではないので、もお1段加工不良削減に努めて
いく所存です。次年度も同様に引き続き継続して削減
していくようにします。

朝礼で節水の注意喚起をし節水に努めました。目標
未達の月が散見され、一人一人の節水に対する意識
が重要視されます。来年度は売り上げを上げて目標
達成に努めます。

購入先からRoHS規制物質を含有なしの証明書を取得
し、取引先からの要請もあり購入資材は全てRoHＳ規
制を遵守しています。

裏紙利用や紙くずを梱包材として使用などをし、廃
棄物の排出に努めました。難しい時代ではあります
が、売り上げを少しでも回復し達成出来るように努
力します。

取組項目

電力使
用量の
削減

化石燃
料使用
量削減

二酸化炭
素

排出量の
削減

電力使用の削減として4月に不要な照明を削減し、ｺﾝ
ﾌﾟﾚｯｻｰの圧力を常時出しっぱなしにせずに貯蔵でき
るボンベを5月に購入しました。今後徐々にそれらの
効果が出てくるものと考えております。従来通り照
明スイッチは適切に管理する様に朝礼等で号令して
います。引き続き削減できるものをしつつ、上記施
策の効果に期待します。

化石燃料の使用に関しましては各部署にシルバー人
材がおりますので、冬季の暖をとる為には仕方のな
いところであると思っております。売上は未だ
COVID-19からの回復には程遠いのですが、人員削減
をせずにもかかわらず目標達成出来たことは評価で
きると思っています。引き続き削減に努めます。

今年度はCOVID-19の影響がまだ色濃く、ものづくり
体験が一部では開催されておりますが、特に自治体
関係はまだまだ行われておりません。5月に2類から5
類に移行された事によっていよいよ自治体のものづ
くり体験が7月に開催されました。多くのお客様にご
支持頂きまして、売上を上げる事が出来ましたこれ
からも遠征して売上を上げる事も注力していきま
す。また足立区のふるさと納税返礼品に認定された
その知名度も活用しています。

1

水使用量の削減6

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進7

5
廃棄物排出量の

削減

環境配慮製品・
サービス提供

8

騒音・振動対策2

化学物質使用量の
管理と削減

3

製品加工不良によ
るスクラップの削

減
4

2023年 8月 9日 改定 

 2018 年 8月 5日 制定 



 

6，環境関連法規の遵守状況の確認及び評価結果 
    

点検日

点検結果

廃棄物処理法 一般廃棄物の分別収集､排出 8/7

（一般廃棄物の処理） 〇

騒音規制法 騒音規制法は東京都条例適用 ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾚｽ

（特定施設） 〈東京都騒音規制値（許容限度）〉  15t×1台、25ｔ×3台

第3種区域　8：00～19：00　60db  35ｔ×2台、45ｔ×3台 8/7

 60ｔ×1台、80ｔ×2台 〇

振動規制法 振動規制法は東京都条例適用  110ｔ×1台、 150ｔ×2台

（特定施設） 〈東京都騒音規制値（許容限度）〉 200ｔ×1台

第2種区域　8：00～19：00　60db ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ　2台

印刷機　　1台

公害防止組織法 組織法施行条例第4条（騒音） ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾚｽ

（特定工場） 組織法施行条例第5条の2（振動） で定める騒  100ｔ×1台、 150ｔ×2台

騒音関係 音･振動発生施設が設置されている工場のうち  200ｔ×1台 8/7

振動関係 騒音規制法第3条第1項、 〇

振動規制法第4条第1項  に規定された指定区域

内にあるもの機械プレス100重量トン以上ある

ものに限る

化学物質 ①対象化学物質 ｾｲｺｰｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ SDS入手による管理

　・第1種特定化学物質 1300　　　　  （金属用） RoHS規制の遵守 8/7

　・第2種特定化学物質 ｷｬｯﾌﾟ･銘板　　（樹脂用） 〇

②特定化学物質等取扱事業者 東洋ｲﾝｸSS25　（金属用）

ｼﾝﾅｰ･脱脂液

消防法　 危険物指定数量以上の貯蔵所、取扱所等設置 ｾｲｺｰｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

火災予防条例 する場合市町村の許可が必要 1300　　　　  （金属用）

第1類（酸化性固体） ｷｬｯﾌﾟ･銘板　　（樹脂用）

第2種（可燃性固体） 東洋ｲﾝｸSS25　（金属用） 8/7

第3種（自然発火性物質、禁水性物質） 機械油･工作油･ｼﾝﾅｰ･脱脂液 〇

第4種（引火性液体）第1石(ｶﾞｿﾘﾝﾝ）200L以上･

第2石(灯油,軽油)1000L以上

排水 東京都下水道条例 ワイヤーカットで使用した SDSで管理

錆止剤を含んだ排水 8/7

〇

グリーン購入 グリーン購入法 資材の購入、販売 8/7

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 〇

フロン排出抑制法 3カ月に1回簡易点検 エアコン　13台 3カ月に1回定期点検をする 8/7

〇

労働安全衛生法 ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾚｽ機、ｼｬｰﾘﾝｸﾞ機 ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ一覧表での管理

8/7

〇

法規等名称 法規制等要求事項 該当項目・設備等 当社適用遵守事項

汚水量が50㎡/日以上や、下水排除基準に適合し

なければ、下水道法の他に、都下水道条例により

届出が必要である。

東京都23区下水排除基準の遵

守

家庭用一般･紙くず･ﾎﾟﾘｶﾎﾞ

ﾈｰﾄ切断(ｷﾘ･抜き)ｶｽ

市町村が行う一般廃棄物の収集、運搬行政に協力

しなければならない(適正分別等）

騒音と振動の強い金型を従来よ

りも弱い力で加工出来るように

改造した。

プレス機を一部処分した事で騒

音・振動の軽減に繋がる

(東京都指定袋に事業用ﾗﾍﾞﾙの

貼付）

②労働者の危険･健康障害の防止措置の実施(努力

義務）事業者は、ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの結果に基づき労働

者の危険又は健康障害を防止する為に必要な措置

を講じる。

特定化学物質の環境への

排出量の把握等及び管理

の改善の促進に関する法

律（PRTR法）

H23年度東京都公害防止管理

者　　2名認定

品名を異にする2以上の危険物

を同一の場所に置いて貯蔵し、

又は取扱う場合は、当該貯蔵又

は取扱う危険物の品名毎の数量

をそれぞれの指定数量の1/5の

数量で除し、その商の和が1以上

となる時は、当該場所は少量危

険物貯蔵取扱所として法の規制

を受け、消署へ届け出る。　弊社

は該当なし

JGPSSIグリーン調達ガイドライ

ンに遵守

労働安全衛生法の改正

（化学物質ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ実施

の義務化）

（2016年6月1日）施行

①化学物質取扱職場におけるﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ実施（義

務）事業者は、SDS交付対象化学物質を取扱う時

は、労働者への危険又は健康障害を生じるおそれ

の程度を調査(ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）しなければならない。

 
 
 

2023年 8月 7日 改定 

 2009 年 11月 25日 制定 

 

 



 

 

 

 

7，違反・訴訟の有無 
 

 

環境関連法規を理解し、遵守しています。また、自主点検を行った結果、環境関連法規への違

反、訴訟等もありません。なお、関係当局より違反等の指摘は、過去３年間ありません。 

 

 

8，経営者による評価・見直し 
 

 アフターコロナになりましたが売上が大きく伸びる事が無く大変苦心しております。 

その間資材費、エネルギー費、人件費が高騰しておりますがエネルギー費、人件費の価格転嫁はトップユ

ーザー様は中々認定して頂けず経営に打撃を受けております。しかしながら今年度は何とか赤字決算は免

れそうですが回復傾向にあるかは不透で、この先の不透明感は拭えずコロナの余波は続いております。環

境負荷の低減を叶える為にも売上の向上を目指していかなければなりません。 

 弊社が掲げているエコアクション 21 の目標は、二酸化炭素排出量の削減に課題は残すものの良好な成

績であると考えており、来年度は特に電力使用の削減に期待（コンプレッサーの圧力貯蓄ボンベの投入）

がもてますので今年度以上の目標達成の期待が伺えます。 

我々経営者は会社の存続と地球環境保護という重要な役割を担っておりますので、その両輪を駆動さ

せるエンジンとしてこれからの時代に求められるものを考えながら、実行していかなければならないと

考えております。その象徴が弊社のフラッグシップである「ザオーブロック」になりま

す。                              

  

9，地域社会貢献 
 

◇ 2022年 8月、2023年 7月区内小学生による「夏休みものづくり体験・工場見学」の協力 

◇ 東京財団就労準備支援事業の支援プログラム（ワークショップ及び工場見学） 

◇ 社会福祉法人 足立区社会福祉協議会への協力 

 

   

夏休みものづくり体験          ミドルワーク 工場見学及びブロックＷＳ 

 

 


